

















の弱点は語順 に関する必要な定義や述語がないことである。生成文法 ・GB一理論 ・極小主
義などの構成文法は生産的な文法であるが,依 存文法は記述的文法だけである。記述上,自
然に出て くる発話の記述,分析だけを行うので,自 然に出て くる発言は原則として語順に違
反しないので,依 存文法にとっては語順にかかる述語が不必要に思われている。一方で,生
産上は,ど の言語構造から正 しい発言だけを導き出 し,正 しくない発言を禁止するかが重要
















くい。それにもかかわらず,依 存文法の基本述語を中心 に語順 に関する記述方法が導入でき
る。そのためには,「句」の概念を定義 しなければならない。依存文法では,まず語 と語の
関係がもとになので,そ の関係から 「句」の概念を展開する方法 しかない。
この論文は三つの部分から成 り立っている。まず,必 要な依存関係概念を説明し,そ して
語順現象に重要な概念を定義し,その後 ドイツ語の基本語順原則の分析や説明などを行 う。
1.依存文法の基本関係
依存文法 では二 つの関係 が文中 または語 の間で働 いている と思 われ てい る。(1)の文では,
「asked」の動詞 は他動詞 で,目 的語 を求める。他動詞 は目的語 とともに出 て来 なけれ ばな ら
ず,な ければ不完全 になる。 しか し,そ の関係 には他動詞が 目的語 を求め る とい う方向性が
あ る。目的語が他動詞 を求 める という逆 の傾向 はない。とい うのは,(1)の目的語 は 「asked」
を求め るこ とがで きないのである。 目的語 は言語 によ り格 を受 けることが ある。英語 には格
が もうな くな ってい るが,ド イツ語 と日本語には まだあ る。(1)の動詞 とその 目的語の 「his
father」との依存 関係 を 「形式選択 」 と名づける。
一方 で,「asked」にかか る主語 の 「thelittleboy」は形式 的 に選択 されない。英語では,
主語 と定形動 詞 との 間にはL致 」(agreement)とい う関係 があ り,そ の一致 関係 には方向
性が ない。 だか ら,構 成文法 は 「文」 を名詞句 と動詞句 に分け なければな らず,依 存関係が
ない と強調 してい る。 しか し,依 存文法で は,一 致関係が依存関係でなけれ ば,文 の基本構
造 に影響 を与 えないだ ろうと考 えられてい る。それ にもかかわ らず,こ の一致関係は主格 と
関係があ る:定 形動詞 と一致す る名詞句 は主格 を取 らなければな らない。それでは,ど の よ
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うな依存 関係が存在す るのだ ろうか?動 詞 「asked」は言語行動 を表 す動 詞 なので,主 語
として働 く成分 は意味 的に厳 しく制 限される。 「ask」は,主 語 としては人間 を指す言葉 を求
める。 この関係 には また傾 向が あ り,逆 の傾 向は適当で ないのであ る。た とえば,「thelit-
tleboy」は別 の動詞 とともに出て きて もよいので,い つ も 「ask」とい う言語行動動詞 を求
めるわけない。 この依存 関係 を 「意味的選択」 と名づ ける。
二 つの語 の間に形式 的選択 か意味 的選択 という関係が あるとき,そ の依存関係 を 「支配関
係」 とよぶ こ とにす る。(1)では,動 詞 は主語 を意味的 に選択 し,目 的語 を形式 的に選択 す
るので,両 方 を支配する ことになる。



























ドイツ語 では,名 詞 は冠詞 ・所有冠詞 を形式的 に支配す る(=3.1,3.4,3.6)。冠詞 は修飾
形容詞 を形式的 に支配す る(=3.2)。前置詞 は名詞 または代 名詞 を形式的 に支配する(=3.5)。
定形動詞 は主語 を意 味的 に支配 し(=3.3.1),目的語 と前置詞 を形式 的 にも意味的 に も支配
す る`(=3.3.2,3.3.3)。

















言葉の順序を指 さず,「支配者」 と 「依存者」 とだけを区別するので,語順記述に適当でき
ない概念である。
2.語 順 に 関 す る 述 語
上 に述べ た通 り,語 順 に とって 「句」 とい う概念 が重 要な述語 なので,こ れを支配関係概
念 を利用 して定義 す る。「句」 とい う概念 の重 要な特徴 は 「回帰」で あ り,そ の特徴で同 じ
構 造 を何度 も産 出で きるよ うになる。定 義の ため,「回帰」 とい う特徴 を回帰 公式で表 さな
ければな らない。難 しいので,ま ず 自然 言語の回帰 的な表現 を見てみ よう。親類 関係 の言葉
の 中には 「子孫」 と 「先祖」 とい う名詞 があ り,両 者 は回帰 的 な言 葉で ある。例 えば,A
とい うものはBと い うものの 「子孫」 であれば,AはBの 子供 か孫 かひ孫 か玄孫 な どであ
る。「孫」 は 「子供の子供」 で,「ひ孫」 は 「子供 の子供 の子 供」で,「玄孫」 は 「子供 の子
供 の子供 の子供 」であ るので,「子孫」 は 「子供」 とい う言葉で定義 しなけれ ばな らない。
一方で,「先祖」 は 「親」 を元 にす る。例 えば,「ひ孫」 とい う代 わ りにいつ も 「子供 の子供
の子供 」 と言わなければな らなか った ら,分 か らな くなる危険があ るので,自 然言語 は語彙
をよ く省略 する とい う戦略 を使 って きた。尚,「子孫」 はAがBの 何 親等 の子供で あるか
と分か らない ときに も利用で きる便利 な言葉 なの である。 とい うのは,AがBの 何親等 の
子供で あって も,い つ もBの 子孫で なけれ ばならない。 これが 回帰性で ある。 「句」 とい う
概 念 にとっても回帰性が必要 なので,親 類関係 と似 てい る。上の支配関係 は親類 関係 の 「子
供」 と同 じであ る。 これか らは,「孫」 と似 ている支配関係 を定義 する。 まず上の支配 関係
を 「直接支配」 と名づけ代 える。 もし,Aと い う語 がBと い う語 を直接 に支配 し,さ らに
BはCと い う語 を直接 に支配す るの なら,AはCを 「間接 に支配す る」 ことにしよう。次
に,「ひ孫」 を代 わ りに 「間接子孫」(=子 供 を除 く子孫)と い う関係 を定義 し,そ れ を 「間
接依存者」 と名づけ る。省略 のため,そ の定義 を回帰公 式 と して表す。 もし,AがBに 間
接 に支 配 され るかAを 間接 に また は直接 に支配す るCと い うBの 間接 依存者が あるの な
ら,AもBの 間接依存者で ある。親類関係で説明す る と,CがBの ひ孫で あるか またはあ
るAと い うBの 間接 子孫 はCの 子供か またはCの 間接子孫(=孫,ひ 孫,玄 孫 など)で
あるな ら,CもBの 間接子孫で ある。
例 文(2)をみ る と,「fragte」は 「Junge」・「Vater」・「Uber」を直接 に支 配 し,「der」・
「seiner」・「Dinosaurier」を間接 に支配 し,そ の間接依存者 は 「kleine」と 「den」で ある。
なぜ か?「der」 は動詞 に間接 に支 配 され,「kleine」を直接 に支配 す るの で,「kleine」は
動詞 の間接依存者 である。だが,定 義公式 に より,動 詞 に間接 に支配 される言葉 も間接依存
者 であ る。直接 に支 配 され る言葉 を 「直接 依存者」 と名づ けた ら,「一般依 存者」 とい うの
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は直接 か間接 の依存者 のこ とである。ある言葉 は 自分 の一般依存 者 を含めて 「句」 を作 って
いる。例 えば,「fragte」は 自分 の一般依 存者 を含 めて(2)とい う文 を作 っている。 しか し,
「Junge」も 「der」と 「kleine」を含 めて名詞句 を作 り,「Vater」と 「seinen」もそ うであ り,
「uber」も 「den」と 「Dinosaurier」を含め て前置詞句 を作 ってい る。文 の頭成分 に直接 に
支 配 され て自分 の一般依存者 で句 をつ くる言葉 は 「主要句」の頭成分 であ る。例 えば,(2)
の主要句 は 「derkleineJunge」・「s inenVater」・「fiberdenDinosaurier」で ある。













[kleine]形 容 詞 句
[seinenVater]名 詞 句
[seinen]冠 詞 句
[fiberdenDinosaurier]前 置 詞 句
[denDinosaurier]名 詞 句
[den]冠 詞 句
(4.4)・(4.6)・(4.9)は一 つの言葉 だけか らな りたってお り,そ の理由で 「終端句」 と言 わ
れ る。句 の頭成分 の品詞 によ り,句 の分類 が決 まる。(2)には句数 が多いが,句 類 が少 ない
とい うのは回帰帰納性 にかかるのである。だか ら,句類 を利用 し生 産的 に文 を産出で きる(こ





































末原則 を保たなければならない。 しか し,ドイッ語では,そ の原則に違反する文もある。例
えば(2)の文では主語 と目的語を置 きかえることができる。
(7)SeinenVaterfragtederkleineJungefiberDinosaurier.
(7)の文 では,主 語 は動詞 と前置詞句 の間 にあ るの で,端 末原 則 に違反 して しまう。その
理 由で,上 の産出規則 は不完全 と見 ざるを得 ない。その上,も し,二 つの構造があ りうれ ば
どれが基 本構造 であるか とい う新 しい問題が出 て くる。
今 まで,上 の主語 と動詞 の間の一致関係 は利用 しなか ったが,こ れか ら,次 の概念 を定義
す るために利用 する。二つの語 の間 に一致関係 も支配関係 もあ るの なら,支 配 され る成分 は
「遠帯(remotezone:⑪)」とい う位 置 にあ るもの と しよう。他 の支配 され る成分 は「近帯(close
zone:◎)」にあ るもの と しよう。(2)の文 で は主 語の 「derkleineJunge」は遠帯 にあ り,
目的語 と前置詞句 は近帯 にある。 もし,帯 には二つ以上の成分があれば,そ の帯内の位 置 を
「場所(10CUS,複 数loci)」とす る。例 えば,目 的語 は必須 成分 なので,そ の場 所 を 「結 合
化(VALency)」ρ場所 と し,任 意の添 加成分 の場 所 を 「添 加(ADJunct)」とす る。 そ う
す る と,(2)を書 き換 える。
(8)[DerkleineJunge●]fragte[[seinenVatervaLi]LuberdenDinosauriervALZ]○].
さて,次 の ドイッ語 の文 を見 よう。
(9)DukauftestgesterneinBuch.
この文の遠帯 には主語 の 「du」も 「gestern」もあ る。 「kauftest」の動詞 は三つの形態 素
か ら成 り立 っている。語幹 の 「kauf」+過去接尾辞の 「t」+二人称語尾 の 「est」。主語は二
人称 の代 名詞 なので,二 人称 の語尾 と一致 している。「gestern」は過去 を指す時 の副詞 なの
で,過 去接 尾辞 と一致 してい る。 だか ら,(9)の遠帯 は二つ の場所 があ る。そ うす る と,人




次の問題 はその帯の順序 である。(10)の文 では動 詞は二つ の遠帯 の場所 の間にあ り,(7)
の文 では動 詞が近帯 のVAL場 所 と遠帯 の間 にあ るのは望 ま しくない状態で あ る。語順 の一
般問題 はあ る成分が一つの位置で な く,色 々の位置 に出て来 られるこ とである。近帯 と遠帯
の場所 は動詞の形態素 にかか ってい るので,そ の形態素 の順序 を中心 に規定 で きる。動 詞の
形態素の順序 は自由で な く,決 まってお り,変 更が で きない。動詞 の形態素複 合 を 「フィル
ター複合(filtercomplex)」と名づけ る。その形態素の順序 に合 ってい る構造 は二つ ある。
(11.1)KauftestdugesterneinBuch?
(11.2)...(dass)dugesterneinBuchkauftest...






しか し,(11.1)と(11.2)との違 い は(11.1)では遠帯 が近 帯 よ りフ ィル ター複合 に近 く,
(11.2)では遠帯 が フィルター複合 か ら遠 くて,近 帯が それに近いのであ る。 だか ら,(11.2)
の文 を 「基本構造」 と考 える。 その基本構造 を元 に他の可能 な構造(例 えば(11,1))を説明
してみ る。 まず,基 本構造 の(11.2)から(11,1)への変化 は 「移動」 とい う過程 で産出で きる
ように思われ る。基本構造では動詞が最後の成分 なので,そ れ を 「前」か 「左」へ移動す る
しか ない。その理由で,移 動 とい うのはいつ も右か ら左へか後 ろか ら前への過程 と見 ている。
動詞(そ の フィル ター複合)で ない成分 に とって は,移 動の種類 は二つ ある。動詞 を超 える
もの と超 えない ものであ る。(11.2)から産出 で きる文(例 えば(11.1)・(10))には先 の種類
だ け しか使 われ ない。 さて,上 の帯 または場所 とい うのは基本構造 だけの範躊 で,基 本構造








(12.2)は(12.1)から 主 語 を 自 分 の 場 所 か ら動 詞 の 前 に 移 動 さ せ る 過 程 で 産 出 さ れ る 。 しか
し,主 語 だ け 移 動 し て も よ い わ け で な く,他 の 成 分 を 移 動 させ て も よ い 。(2)ま た は(8)には
主 語 が 動 詞 の 前 に あ る が,(7)に は 目 的 語 が 動 詞 の 前 の 成 分 に な っ て い る 。 ま ず,(2)ま た は





(13.2)は(2)また は(8)と同 じで あ る 。(7)と い う構 造 も(13.1)から 産 出 で き る 。
(13.3)SeinenVaterfragte[derkleineJungerEx]⑪][[②vALI][uberdenDinosauriervAL2]◎],
1
そ の 上,同 じ(13.1)から 産 出 し て 前 置 詞 句 も 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
(13.4)UberdenDinosaurierfragte[derkleineJungepER]⑪][[seinenVatervAL1][②vAL2]◎],
1
なお,上 の構造 とその産出 を考えてみれば,自 然言語 の実 際構造 を産 出す るには,上 の原
則 は不十分では ないか と考 えざるを得 ない。例 えば,動 詞の移動 については基 本構造 の最後
の場所 か ら最初の場所 になって正 しいが,前 への移動 であ って も,近 帯 の二つの場所 の間に
移動 させてはいけ ない。従 って,次 の文は正 しくない。
(14)*DerkleineJungeseinenVaterfragtefiberdenDinosaurier.
,そして,遠 帯 寮二つの場所 か ら成 り立 っていれば 二っ 目の後 にも動 詞 を移動 させ てはい
け ない。
(15)DugesternkauftesteinBuch.





(14)にも(15)にもその原則 に違 反移動 があった。違反 とい う概念 を中心 とす る言語学説が
あ り,OptimalityTheory(OT)とい う。OTに よる と,正 しいか正 しくない構造 しかない,
ので はな く,む しろ,「正 しい」 か ら 「正 しくない」 までの連続体が ある と思われてい る。
「正 しい」 に一一番近 いのは基本構造であ り,そ の構造 を変化 させれば,「正 しくない」 の方 に
動か ざるを得 ない。 この考え方では,文 章は必 ず しも正 しくな らないわけではない。基本構
造変化 に理 由(例 えば焦点化)が あれば,違 反移動 で も許 され るか も しれ ない。OTで は,
これ をパ ラメータとよび,こ れ に関す る厳 しい条件がある。違反可能があるのな ら,パ ラメ
ー タと認め られ る。全然違反 され ないのはパ ラメータと認め られない。動 詞(フ ィル ター複
合)に 関 して は,「最後」 とい うの は違反可 能があ るか らこそ(例 えば(13.2-4))パラメ ・
一 タとして認 めれ ばよい。他の成分 に関す るパ ラメー タは動詞 を超 える移動 と超 えない移動
とす る。移動は常 に基本構造の語順 に違反するのであるか ら,そ のパ ラメータを 「動 くな!」
と名づ ける ことにす る。 これか ら,大 文字の 「STAY」を 「動 詞の向 こうに動 くな!」 を代
わ りに,小 文字 の 「stay」を 「成分の向 こうに動 くな!」 を代 わ りに使 うことにする。




















































OTでは,図 表を利用 し,そこにパラメータの違反を記入する。違反 されたパラメータは
図表では 「*」という記号で示 し,「1」という記号で国復不能の構造を示す。回復不能の
構造 というのは,違反が多す ぎるのである0そ の上,利 用されるパラメータにとっては優先
順序を決めなければならない。上記の(16)にはその優先順序はstay」一「STAY」一覧最後」
である廿-
















i .is : ● 曝


















































上記 の図表が示す ように、 回復 不能の違反 は二 つの タイプがあ る。 まず,「5t且y」に違反
す れば,文 章が正 しくな らない4「STAY」には一 度違反Lて もよいが,そ れ以 上 なら,正
しくならない。「最後」に違 反 して もよい。その理由 は,上の優 先順序 に決めた。しか し,「stay
の違反はいつ も回復不能の構造 にな り,上 記 の{16〕では,動 詞以外の成分 は全 部動詞の フ ィ
ル ター複 合 とつ なが ってい るので,「stay,の パ ラ メー タは特 に厳 しい。 も し}任 意 自由成
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分 も出れば,「stay」に違 反 して もよい ようになる。 その とき,次 の三つのパ ラメー タが働
くようにな る。 「ALIGNFOCUS」・「CASE」・「PRO」。「ALIGNFOCUS」とい うの は,
移動 させ られた成分は焦点に入るかその移動 のせ いで別 の成分が焦点 に入るか ということで






(17.1)から(17.2)はただの 「stay」の違 反で産出され,「ALIGNFOCUS」の違反が なければ,
正 しい文章 になる。
「CASE」とい うのパ ラメー タは対 格成分 も与格成分 も同時 に出る ときに働 き,そ の とき,
与格成 分が対格成分 の前 に出る というのであ る。例 えば,(13)に与格成分 を入れてみれば,
対格成分 を移動 させ てはいけな くなる。
(18.1)DukauftestdeinemVatereinBuch.
(18.2)*DukauftesteinBuchdeinemVater.
同時 に 「stay」と 「CASE」に違反す れば,構 造 は回復 不能 になる。普通 には,与 格成分
は間接 目的語 で,対 格成分 は直接 目的語であ るが,ド イッ語では,継 続 時間表現 がいつ も対
格 になるので,対 格成分 は必ず しも目的語であ るわけではない。
「PRO」は 「代 名詞」 の英語 省略 で,記 述 したい成分 が代名詞 化 されれば,「CASE」に
違反 して しまい,文 中でで きるだ け前 に移動 させなければな らな くなる とい うパ ラメー タで





その とき,「stay」に も 「CASE」に も違反 して も,回復不 能の構造 にな らないよ うに 「PRO」
を保 たなければな らないのである。
まとめ ると,「stay」の違 反 と同時 には 「ALIGNFOCUS」に違反す れば,当 構造 は正 し
くな くなって しまう。 しか し,成 分 が代名詞化 され,「PRO」 に違反 しなければ,「stay」に
も 「CASE」に も違 反 して も,正 、しい文章 にな る。そ して,ど の違 反があ って も,「PRO」












* * * X
違反条件図表
まず,対 格成分 の特 徴 を確認 し,そ の ため,(10)または(12.2)をもとにして移動 させ
られ た動 詞の後 に 「deinemVater」とい う与格成分 と 「zumGeburtstag」とい う任 意 自由
成分 をつけ加 える。対格成分の確認 を中心 にす るとき,基 本構造では対格成分 がで きるだけ
文末 のほ うに出が ちなのであ るため または,移 動過程が前に働 かねばな らないために,対 格
成分 の移動が文の構造 に大 きな影響 を与える ものである ことを忘 れない必 要がある。
これか らは,完 全 な文 を例 とせず,動 詞が最後の位置 か ら前 に(「最後」 の違反),主 語 も
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が与格成分の前に移動 されるので,そ の文は回復不能になって しまう。対格成分が代名詞化
































代 名詞化 されない(21.1-5)ではr(21.3)も{21.4}も回復不 能 になって いる。{21.3)では,
任意 自由性 分 と対 格成分が 与格成分 の前 に移動 されたので,与 格成分 は正 しい焦点 に入って
いないOX21.4)では,対 格 成分だけが移動 されたが,(21.3)と同 じ結果 になっていoこ こ
で,与 格成分の確認なので,そ の 「stay」の違 反が記 入 されなかった0(21.1),(Z12)}(zi.5)
が正 し くて,(2ユ.1)は基本構造で,(21.2)では任 意 自由成分が与格成分 の前 に移 動 され てそ
れを焦点 に入れ,(21.5}では与格成分が移動 され,焦 点は基本構造の もと同 じである.
代 名詞化 され る121.6-101ではf(21.10}だけが正 しい。そ こで,代 名詞 は一一番 前の位 置 に
移動 され たので ある。X21.6-9)は「PRO」の違 反のせ いで1全 部 回復不能 にな ってい る。
その上r(21.7}と(21.x}では,対 格成分が与格成分 の前 に移動 され たのでr「CASE」の違反
に もなった し、「ALIGNFOCUS」の違反の原 因に もなってい6
ま とめ る と,与 格成分 は対格成分 の前 になければな らな く、他の成分 を自由 に超 えて移動
されて もよいPし か し与格代名詞 は対格代名詞 と同 じように,前 に移動 しなけ ればならない
のであa
もし,与 格成分 も対格成分 も代名詞化 されたら,与 格代名詞 は対格代名詞の後になければな
らないので,常 に 「CASE」に違反す るようになる。 そ して、「PRO」に違反 しない ようには,














































(22}の図表を12ωと(21)の図表 と比べればx与 格成分も対格成分 も代名詞化 されれば,
「stay」というパラメータは 「CAS据」よりも与格の 「PRO」よりも優先することが分かる.
その理由は,与 格成分も対格成分も代名詞化されれば,対 格成分が優先することによって
「CASE」に違反 し}与 格の 「PRO」に違反 してもよいのである。 しか し,与格成分を全然
移動 しないことも、文が回復不能になる原因になる。従って,正 しい文には両成分を移動 し
なければならないし,「CASE」にも与格の 「PRO」にも違反 しなければならないことが必
























(23.1)は基 本構造 で正 し く,(23.2)では対格成分移動 で,(23.3)では与 格対格成分移動 で
任 意 自由性分 が焦点 に入 る。(23.4)では,任 意 自由性分 の移動 で与格成 分 を焦 点 に入 れ,
(23.5)と(23.6)では与格成分 の移動 とともに,時 間表現 を焦点 に入れ る。(23.7)と(23.8)は
回復 不能にはな らないか,何 とな くおか しな感 じがする。その理 由は,非 常 に強い強調 がな
ければ,(23.7)のどの成 分が焦点 にあるのか,(23.8)任意 自由性 分か時間表現が焦点 にある
のか とい うこ とが分 か り難いか らである。






































(24.1)は基本構造 であ り,(24.2)は与格成分移動 で,(24.4)は与格成分 と任意 自由成分の
移動 で時間表現 を焦点 に入れる。(24.3.)は(23.7)と同 じである。(24.5)と(24.6)は時間表現
の向こ うへ の格成分移動 で回復不能 になる。
ドイッ語 では,定 冠詞が 限定詞 または指示代名詞 として使 われるこ ともある。名詞 を指示
代名詞 に置 きかえるのは,代 名詞化 に似 ていて も同 じではない。下 の文 を確認 してみ ると,







































































































完 全に正 しい文は(25.1}だけで,他 の正 しい文 はあるパラメー タに違 反Lて いる。そ して,
構 造別には,パ ラメータの優先順序が違 う.てい る。「DET」か 「PROakk」があれ1ま}「stay」
は 「CASE」よ り優 先が ある。「PROdat」または特 別な代 名詞化パ ラメー タが なければ,
「CASE」は 「stay」よ り優先 され る。「PROakk」は 「PROdat」よ り強 くr「PROd趾」は 「DET」
より強い。
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